



















































（ 2 ）　最決昭和63・ 5 ・11刑集42巻 5 号807頁。同決定の調査官解説は、「本決定は、
危険性の現実化に重点を置いた説示をしているものと見られ」るとする（永井敏雄
「判解」最判解刑事篇昭和63年度（1991年）275頁）。
（ 3 ）　最決平成22・10・26刑集64巻 7 号1019頁（日航機ニアミス事件）、最決平成
24・ 2 ・ 8 刑集66巻 4 号200頁（三菱自工タイヤ脱落事件）。




（ 7 ）　西田典之（橋爪隆補訂）『刑法総論〔第 3 版〕』（弘文堂、2019年）111頁は、従
来のような判断基底論を不要とする。なお、橋爪・前掲注（ 1 ） 3 頁以下参照。












































































（11）　橋 爪・ 前 掲 注（ 1 ）15頁、 井 田・ 前 掲 注（ 1 ）144頁、 松 原・ 前 掲 注（ 8 ）
〔『刑法総論〔第 2 版〕』〕73頁以下参照。
（12）　小林・前掲注（ 1 ）148頁以下。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































思われる。スティーヴンは、その中で、A が B に傷害を負わせたところ、外科医
が手術の必要性について誤った判断をしたために B が死亡した場合には、A が B
を殺害したといえるが、外科医 C が悪意または不注意により傷に毒を塗り B が死









































220　　早法 95 巻 2 号（2020）
されていないのである。
　また、岡田は、殴打創傷致死罪における「因テ」の解釈との関係で、次







































































































































れ る。 試 し に、Johann Christian Heyse,Allgemeinesverdeutschendesund
erklärendesFremdwörterbuch,15.einzigrechtmässigeoriginal─Ausg.,1873 で
Spital を引くと「Hospital を短縮したもの」とあり（S.879）、Hospitalbrand を引
くと „derinüberfüllten,unreinlichen,schlechtgelüsteten,tiefgelegenen,feuchten
HospitälernanWundenundGeschwürendurchAnsteckungod.vonselbst















































































































































































































































































































































　「原判決は被告か A の腹部を蹴り之れか為め A をして盲腸炎を誘発せ
しめ其結果 A の死亡したるの事実を認定せるものにして即ち A の死は被
告の殴打か原因となりしものにして A の体内に糞石を生し居りたる事実
あるも其糞石のみにして A の死を来たすことは原判決の認めさる所にし






















234　　早法 95 巻 2 号（2020）
【参照条文】旧刑法（明治13年太政官布告第36号）
第165条　汽車ノ往來ヲ妨害スル爲メ鐵道及ヒ其標識ヲ損壊シ其他危險ナル障
礙ヲ爲シタル者ハ重懲役ニ處ス
第166条　船舶ノ往來ヲ妨害スル爲メ燈臺浮標其他航海ノ安寧ヲ保護スル標識
ヲ損壊シ又ハ詐僞ノ標識ヲ點示シタル者ハ亦前條ニ同シ
第169条　第百六十五條第百六十六條ノ罪ヲ犯シ因テ汽車ヲ顛覆シ又ハ船舶ヲ
覆沒シタル時ハ無期徒刑ニ處シ人ヲ死ニ致シタル時ハ死刑ニ處ス
第299条　人ヲ毆打創傷シ因テ死ニ致シタル者ハ重懲役ニ處ス
第300条　人ヲ毆打創傷シ其兩目ヲ瞎シ兩耳ヲ聾シ又ハ兩肢ヲ折リ及ヒ舌ヲ斷
チ陰陽ヲ毀敗シ若クハ知覺精神ヲ喪失セシメ篤疾ニ致シタル者ハ輕懲役ニ
處ス
2 　其一目ヲ瞎シ一耳ヲ聾シ又ハ一肢ヲ折リ其他身體ヲ殘虧シ癈疾ニ致シタ
ル者ハ二年以上五年以下ノ重禁錮ニ處ス
第301条　人ヲ毆打創傷シ二十日以上ノ時間疾病ニ罹リ又ハ職業ヲ營ムコト能
ハサルニ至ラシメタル者ハ一年以上三年以下ノ重禁錮ニ處ス
2 　其疾病休業ノ時間二十日ニ至ラサル者ハ一月以上一年以下ノ重禁錮ニ處
ス
3 　疾病休業ニ至ラスト雖モ身體ニ創傷ヲ成シタル者ハ十一日以上一月以下
ノ重禁錮ニ處ス
第317条　疎虞懈怠又ハ規則慣習ヲ遵守セス過失ニ因テ人ヲ死ニ致シタル者ハ
二十圓以上二百圓以下ノ罰金ニ處ス
第319条　過失ニ因テ人ヲ創傷シ疾病休業ニ至ラシメタル者ハ二圓以上五十圓
以下ノ罰金ニ處ス
第323条　擅ニ人ヲ監禁制縛シテ毆打拷責シ又ハ飮食衣服ヲ屏去シ其他苛刻ノ
所爲ヲ施シタル者ハ二月以上二年以下ノ重禁錮ニ處シ三圓以上三十圓以下
ノ罰金ヲ附加ス
第324条　前條ノ罪ヲ犯シ因テ人ヲ疾病死傷ニ致シタル者ハ毆打創傷ノ各本條
ニ照シ重キニ從テ處斷ス
第325条　擅ニ人ヲ監禁シ水火震災ノ際其監禁ヲ解クコトヲ怠リ因テ死傷ニ致
シタル者ハ亦前條ノ例ニ同シ
第339条　幼者老疾者ヲ遺棄シ因テ癈疾ニ致シタル者ハ輕懲役ニ處シ篤疾ニ致
シタル者ハ重懲役ニ處シ死ニ致シタル者ハ有期徒刑ニ處ス
第380条　強盗人ヲ傷シタル者ハ無期徒刑ニ處シ死ニ致シタル者ハ死刑ニ處ス
